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【本領域の目的】 

 自然選択理論、中立理論を始めとする既存の進
化理論がいまだ取り込むことに成功していない問
題がある。それは、食草転換、新奇適応形態、擬
態、共生など、完成した状態では適応的だが、完
成するまでの途中段階では適応的でなく、かえっ
て生存に不利になってしまうような形質（複合適
応形質）がどのように進化しうるのかという問題
である。本領域では、複合適応形質を制御する遺
伝子を同定し、その進化メカニズムとプロセスを
推定することにより、進化の新しい共通理論を導
きだすことを目指す。 
 そのために、１分子並列処理シーケンサーなど
を活用した新実験研究手法の開発を異なった研究
材料を用いる研究者が共同して行い、モデル生物
だけでなく、多様な非モデル生物のゲノムワイド
な遺伝子ネットワーク解析を可能とし、進化生物
学の技術革命を引き起こすことを目指す。 

【本領域の内容】 
複合適応形質がどのように進化したかを明らかに

するために、第一に複合適応形質を制御する遺伝

子を明らかにする。 

第二に、新奇複合適応形質を担う遺伝子ネットワ

ークがどのようなメカニズムで進化してきたかを

解明する。第三に、新奇複合適応形質の進化には

いくつかの突然変異の蓄積が必要な可能性が高い

が、完成するまでの不完全であろう途中段階をど

のように乗り越えるかのプロセスを推定する。以

上より、「複合適応形質」がどのような遺伝子ネッ

トワークの変化によって新生されたのかを明らか

にし、それらの比較解析によって、共通に存在す

る進化メカニズムを推定することを目指す。

【期待される成果】 
これまで技術的問題から、複合適応形質の進化を
遺伝子のレベルにまで還元した研究はほとんどで
きなかった。本研究領域では、代表的な進化研究
材料（昆虫、脊椎動物、植物、菌根菌、細菌）を
選択し、新型シーケンサーによるゲノム解読法、
量的形質遺伝子座位解析法などの新技術を開発し、
複合適応表現型の遺伝子基盤を明らかにする。こ
のことにより、さまざまな生物における複合適応
形質の制御遺伝子ネットワーク解析研究へのアプ
ローチが可能となり、複合適応形質進化研究はも
とより、周辺進化学領域（例えば、行動進化、人
類進化、種分化研究など）における学術水準の向
上に寄与できるはずである。

【キーワード】
複合適応形質：複数の形質進化が積み重なること
によってはじめて適応的になり、未完成な段階で
は適応的でなく、かえって生存に不利になってし
まうような形質。


